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１１１１    子どもを生み育てることが楽しく感じられるまち子どもを生み育てることが楽しく感じられるまち子どもを生み育てることが楽しく感じられるまち子どもを生み育てることが楽しく感じられるまち    

（１）（１）（１）（１）    子育て不安の解消子育て不安の解消子育て不安の解消子育て不安の解消    

子育て不安を解消するため、子育てサロンの開催などによる仲間づくりや情報交換の場づくり、地

域子育て支援センターをはじめとする相談体制の充実に努めます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
子育てサロン

の開設 

地域住民、ボランティア、NPO、社会福祉協議会など

が主体となって運営する子育てサロンの開設を支援

します。子育てサロンは未就園児を持つ親の仲間づ

くり、情報交換の場となるものであり、小学校区な

ど身近な地域での開設を推進します。 

実施 実施 

2 
子育てサーク

ルの育成 

母子保健事業や地域子育て支援センターの利用などを

きっかけに、参加者自身が自主的に運営する子育てサ

ークルに発展するよう社会福祉協議会と協力して支援を

行います。 

実施 実施 

赤ちゃん広場（伊吹保健センター、近江保健センター）

などの親子の集まる場を提供し、参加者の仲間意識を育

てます。 

― ― 

3 
相談体制の充

実 

市民の心配ごと総合相談を、人権擁護委員・行政相談

委員・民生委員児童委員・身体障がい者相談員・知的障

がい者相談員が合同で市社協各支所等を会場に開設し

ています。ここで民生委員児童委員が主となり、子育て

支援等の一般的な相談を行います。 

毎週火曜日に各地域

を巡回実施 

毎週火曜日に各地域

を巡回実施 

子どもと家庭に関わる相談については「こども家庭

相談室」を置き、専任の相談員による保護者、子育

て家庭、子ども本人からの相談に応じています。ま

た、子ども家庭さぽーとせんたー相談室にて各種相

談窓口に寄せられる相談の情報共有および支援の連

携に関わる活動を進めます。 

関連相談窓口：地域子育て支援センター、こころの

教育相談、健康づくり課、学校教育課、米原市少年

センター、若者自立ルーム「あおぞら」、母子父子自

立支援員、ひまわり教室等 

「米原市こども家庭

相談室」 

対応相談件数328件 

「米原市こども家庭

相談室」 

対応相談件数347件 

健診後のフォローなど子育ての相談として育児相

談、発達相談を実施、すくすくホットラインを引き

続き設置します。 

すくすくホットライン 

：9件 

発達相談：延117件 

すくすくホットライン 

：45件 

発達相談：延127件 

4 

地域子育て支

援センターの

充実 

未就園児の親子を対象に、子育ての相談、子育て情報の発信、子育

て親子の仲間づくりなどを応援します。 

・地域子育て支援センター「あゆっこ」 

米原中保育園内（直営） 

・地域子育て支援センター「はなばたけ」 

いぶき認定こども園内（直営） 

・地域子育て支援センター「寺子屋」 

長岡保育園内（委託） 

・米原市保幼小中学校統合整備計画の進捗および近江地域の宅地開

発に伴い、対象となる親子の増加が見込まれる中、平成24年度に地

域子育て支援センター「ふたばっこ」を設置して、近江地域の子育て

を応援します。 

４センター 

延べ11,892組利用 

合同事業市内４か所で

実施 

４センター 

延べ12,126組利用 

合同事業市内４か所で

実施 
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（（（（2222））））子育てに関する情報提供の充実子育てに関する情報提供の充実子育てに関する情報提供の充実子育てに関する情報提供の充実    

支援を必要とする人に適切にサービスが届き、また、希望する活動に結びつくよう、母子保健サー

ビス、保育所・幼稚園、子ども向けイベント、サークル活動など、子育て支援に関する情報の収集と

提供に努めます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
子育て情報誌

の発行 

乳幼児を対象とした、子育てに必要な情報や米原市内

の子育て支援の状況がわかる情報誌「米原市子育て応

援ガイド」を発行します。掲載内容は、保育サービス

や母子保健事業の紹介、各種相談事業、子育てサーク

ルや子どもを対象としたイベントの紹介等です。今後

は対象とする子どもの年代を拡大し、年代に応じた情

報誌を発行します。 

新生児等の対象者へ

の配布および市内各

福祉団体、民生委員等

46か所に送付 

発行部数2,000部／年 

新生児等の対象者へ

の配布および市内各

福祉団体、民生委員等

46か所に送付 

発行部数2,000部／年 

米原市子育て応援ガイドを妊娠届出時、各種健診時

に手渡して活用し啓発に努めます。 
随時実施 随時実施 

2 

Webサイトに

よる子育て支

援情報の提供 

子育て家庭のニーズを把握しながら、子どもの健康

や保育所・幼稚園情報、未就園児を対象とした地域

の子育て支援センターの活動内容など総合的な情報

提供に努めます。 

また、メール配信サービスを推進し、配信登録者の

増加に努め、適時の情報配信を行います。 

子育て支援情報メー

ル配信登録状況 

：455人(H25.8現在) 

子育て支援情報メー

ル配信登録状況 

：475人(H26.8現在) 

公式サイトによる健診、予防接種の日程等の情報の

掲示を引き続き行います。 
随時実施 随時実施 

    

（（（（3333））））地域における子育て支援地域における子育て支援地域における子育て支援地域における子育て支援    

子育て世代が安心して子育てができるよう、地域社会全体で子育てを支援していきます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 

子育て支援ボ

ランティアの

育成 

子育てサロン、子どもの預かりなど子育て支援にかか

わるボランティア、体験学習など子どもの育ちを支援

するボランティアなどの育成およびその活動を支援し

ていく人材バンクの創設を検討します。 

各団体との事業協力 各団体との事業協力 

2 
男女共同参画

社会の推進 

男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合

い、性別にかかわりなくその個性と能力を十分に発揮

することができる社会の推進に向けて、全市民を対象

に随時広報啓発活動等を実施します。 

具体例：①全市民を対象に男女共同参画の視点にたち、

各種事業や男女共同参画フォーラム等を通じて意識啓

発を行います。（米原市教育委員会・米原市人権教育推

進協議会・米原市男女共同参画センターと共催）②各

種相談体制の整備、充実にあたって実情を的確に把

握・検討するとともに、男女共同参画の視点に配慮し

た相談員の研修・育成を行います。 

■フォーラムの開催：

110人参加 

■広報等の啓発活動：

４回 

■「こころの悩み相談

室」 

36回（平成19年７月か

ら実施）10人利用 

DV、セクハラ、パワハ

ラ等相談員5人が従事 

■女性人材バンク（な

でしこネット）の活用 

■フォーラムの開催：

88人参加 

■男女共同参画懇話会

の開催 ２回 

■広報等の啓発活動： 

４回 

■「こころの悩み相談

室」 

37回（平成19年７月か

ら実施）12人利用 

DV、セクハラ、パワハ

ラ等相談員5人が従事 

■女性人材バンク（な

でしこネット）の活用 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

■男女共同参画推進標

語出品状況：24 

3 
地域福祉活動

の拠点づくり 

高齢者のいきがいづくりについて、地域単位老人ク

ラブが中心となって地域活動をはじめ、ボランテイ

ア活動、子どもとの交流事業などを通じて地域の拠

点づくりに取り組んでいます。また、介護予防事業

として地域サロンへの出前講座が好評なことから、

地域サロンで高齢者と子どもたちとの交流が日常的

に行われるよう啓発に努めていきます。 

予防啓発講座等開催 

数：19回 

予防啓発出前講座受

講者：623人 

予防啓発講座等開催 

数：59回 

予防啓発出前講座受

講者：1,707人 

4 

ファミリー･サ

ポート･センタ

ーの検討 

保育所の送迎やその前後の保育、趣味活動などのリ

フレッシュ時に子どもを預かるなどのサービスを、

提供したい人と受けたい人が会員となり、育児の相

互援助を有料で行うファミリー･サポート･センター

事業の実施を検討します。 

未設置 未設置 

5 

民生委員児童

委員活動への

支援 

米原市民生委員児童委員協議会連合会（市民児協

連）・単位民生委員児童委員協議会（単位民児協）の

事業・活動については、年次計画を策定し実施して

います。また、市民児協連は必要により年数回、単

位民児協は毎月、定例会議を開催しています。この

会議等に連絡・依頼・報告があれば、地域の子育て

支援に関する各事業等への協力・参加が協議のうえ

決定されます。近年子どもに関する支援が約半数を

占めています。 

市民児協連、単位民児 

協：年数回随時・毎月 

民生委員・児童委員 

110人 

主任児童委員８人 

市民児協連、単位民児 

協：年数回随時・毎月 

民生委員・児童委員 

116人 

主任児童委員８人 

    

（（（（4444））））次代の親の育成次代の親の育成次代の親の育成次代の親の育成    

職場体験で子どもの自立意識を高めるととともに、保育所などでの保育体験を通して健全な母性・

父性を育むことなどにより、次代の親となる子どもに家庭の大切さや子育ての素晴らしさを伝えてい

きます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
保育体験の充

実 

中学校の技術家庭科を中心に、幼児の成長や家族・家

庭に関する学習を進める中で、人間が心身ともに成長

し、家族の一員としての役割を果たすことの意義や周

囲の人々との人間関係の大切さなどを理解し、よりよ

い生活を主体的に工夫できる能力と態度を育てるこ

とをねらいとして、各学校の特質に応じた内容・方法

で実施をしていきます。 

５中学校 

３年生 352 人 

５中学校 

３年生 310 人 

2 
職場体験の促

進 

中学２年生において５日間以上の職場体験を実施

し、働く大人の生きざまに触れたり、自分の生き方

を考えたりする機会とし、自分の進路を選択できる

力や将来社会人として自立できる力を育てていきま

す。 

7中学校 

（102事業所） 

383人参加 

６中学校 

(146 事業所) 

430 人参加 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

3 

男女共同の子

育て意識の醸

成 

男女を問わず、すべての人々の人権が平等に尊重さ

れ、差別や偏見のない社会を築くために、人権教育・

啓発の重要性を認識し、全市民、特に次世代を担う

子どもたちを対象に積極的な意識啓発を行います。 

具体例：①個性を生かし、男女がお互いの人権を尊

重できる人権意識の高揚に向けた活動を推進しま

す。②女性問題・男性問題や、あらゆる人権に関わ

る図書・資料の収集や提供に努めます。 

広報媒体の啓発活動

（２回） 

公立小・中での副読本

の活用 小：小学５年

生、中：中学２年生）

（学校教育課実施） 

米原市男女共同参画

センター：男女共同

参画講座(１回) 、研

修会(１回)、講演会

（１回） 

広報媒体の啓発活動

（２回） 

公立小・中での副読

本の活用 小：小学

５年生、中：中学２

年生）（学校教育課実

施） 

米原市男女共同参画

センター：男女共同

参画講座(１回) 、研

修会(１回)、講演会

（2回） 

4 

次世代育成

フォーラム

の開催 

子育ての素晴らしさ、仕事と家庭の調和、家庭の大

切さなどを若い世代に伝えるとともに、地域ぐるみ

で子育て家庭を支援する機運を高めるため、フォー

ラムを開催します。 

未実施 未実施 

５ 
結婚相談の

実施 

未婚者に結婚相手の斡旋を行うことで、明るく住み

よい家庭をつくり、未来に伸びるまちづくりを図る

ため結婚相談を実施します。また、「ふれあいパーテ

ィー」等の出会いの場を提供し、成立件数の増加に

つなげます。 

相談件数 94件 

（相談窓口受付件数） 

成立件数 0件 

相談所主催婚活パーテ

ィーの実施（2回） 

相談件数95件 

（相談窓口受付件数） 

成立件数１件 

相談所主催婚活パーテ

ィーの実施（2回） 

 

（５）仕事と生活の調和の推進（５）仕事と生活の調和の推進（５）仕事と生活の調和の推進（５）仕事と生活の調和の推進    

子育てしやすい環境づくりは、社会全体で取組むことが大切であることから、企業・事業所の積極的な参

加・参画を促します。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
まいちゃん子

育て応援隊 

子育て家庭・地域、企業・店舗、行政が連携協力（協

働）して、子どもの育ちと子育てを応援する仕組み

を構築しています。仕組みをさらに検討し、活動の

活性化を促します。 

登録事業所数 

169事業所 

登録事業所数 

171事業所 

2 

企業の子育て

支援の取組の

促進 

育児休暇が取得しやすい、就労者が地域活動に参加

しやすい、学校行事に参加しやすいなど、子育てを

支援する職場づくりが推進されるよう、企業に対し

啓発を行います。 

企業内公正採用・人権

啓発推進月間におい

て市内企業を対象に

窓口担当者研修会と

企業訪問を実施 

企業内公正採用・人権

啓発推進月間におい

て市内企業を対象に

窓口担当者研修会と

企業訪問を実施 

    

２２２２    ゆとりのなかで安心して子育てのできるまちゆとりのなかで安心して子育てのできるまちゆとりのなかで安心して子育てのできるまちゆとりのなかで安心して子育てのできるまち    

(1)(1)(1)(1)    保育サービスの充実保育サービスの充実保育サービスの充実保育サービスの充実    
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増大・多様化する保育ニーズに適切に対応するため、保育所を中心とした保育サービスの充実と機

能の強化を図ります。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
延長保育の実

施 

11時間を超える延長保育は５園で実施しており、う

ち２園は12時間までの延長を行っています。利用者

の利用希望時間を把握し、ニーズに応じた対応を行

います。 

５園 

月平均延べ365人利用 

５園 

月平均延べ191人利用 

2 
低年齢児保育

の実施 

少子化が進んでいますが、母親の就労が一般化する

今日の社会情勢から３歳未満児の保育については増

加すると予想されます。年度途中の受け入れなど、

利用しやすい環境の整備に努めます。 

10園 

306人利用 

10園 

320人利用 

3 
病後児保育の

実施 

保護者の子育てと就労の両立を支援するとともに、

児童の健全な育成に寄与するため、保育所の入所児

童の保育中の発熱や体調不良となった場合または病

気の回復期にあり家庭や集団での保育が困難な場合

などにおいて、保護者が保育を行うことを原則とし

つつ、安心かつ安全な体制を確保し、保育所内で一

時的に保育を行います。 

設置２か所 

利用者なし 

設置２か所 

利用者なし 

4 
休日保育の充

実 

保護者の勤務形態の多様化に伴う日曜・休日保育の

ニーズに応えられるよう、休日保育の実施保育所の

充実に努めます。 

１園 

延べ6人利用 

１園 

延べ11人利用 

5 
特別支援保育

の充実 

障がいのある児童を始め、特別な配慮を要する児童

に対しての保育内容を、園内保育士で組織する園内

委員会で充実させながら通常保育の中で支援を行い

ます。 

設置14か所 

対象児数：64人 

設置14か所 

対象児：80人 

6 
一時預かり事

業の実施 

保護者のけが・疾病・事故などにより緊急・一時的

に家庭での育児が困難な場合や、育児疲れから育児

負担を一時的に軽減したい場合などに、子どもを保

育所に預ける一時保育については、今後さらに必要

性が高まると予測されます。サービスが十分に周知

されていないことから、PRに努め、利用を促進しま

す。 

６園 

延べ553人 

６園 

延べ480人 

7 
保育所機能の

強化 

多様な保育ニーズに応える地域に開かれた保育所と

しての機能強化のため特別保育事業の推進を図って

います。保育の専門施設としての資源を活かすため、

家庭内保育者への支援についても働きかけを行いま

す。高齢者とふれあい活動を行う世代間交流など、

地域活動を積極的に行います。 

特別保育事業実施 

・乳児保育 

・低年齢児保育 

・延長保育 

・一時保育 

・障がい児保育 

・休日保育 

・家庭支援推進保育 

・地域活動事業 

特別保育事業実施 

・乳児保育 

・低年齢児保育 

・延長保育 

・一時保育 

・障がい児保育 

・休日保育 

・家庭支援推進保育 

・地域活動事業 

    

(2)(2)(2)(2)    障がいのある子ども等への支援障がいのある子ども等への支援障がいのある子ども等への支援障がいのある子ども等への支援    

障がいのある子どもが、障がいの種類や程度に応じた療育が受けられるようネットワークの確立を

図るとともに、家族への継続的な支援を行います。 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 

児童デイサー

ビス事業所

（ひまわり教

室）との連携 

ひまわり教室では、心理判定員、保育士を配置して、

発達の遅れが見受けられる就学前児童を対象とし

て、心身の状況に応じた早期療育事業を実施してい

ます。待機児童ゼロを継続するため、、受け入れ児童

の拡大を検討します。就学にあたっては、学校と検

討会を実施するなど連携に努めます。 

設置１か所 

児童57人と保護者利用 

設置１か所 

児童59人と保護者利用 

2 
療育ネットワ

ークの確立 

乳幼児期から保育所、幼稚園とひまわり教室、小中

学校、家庭など横断的な組織化を行い、発達支援セ

ンターを検討し設置をめざします。 

発達支援センター設置 

連携しながら支援実施 

発達支援調整会議２回 

関係機関と 

連携しながら支援実施 

3 

障がいのある

子どもをもつ

親への支援 

夏休み期間中の障がいのある子どもたちの居場所づ

くりと親の育児負担軽減のため、夏季休暇期間余暇

支援事業を行っています。広域開催については、今

後も継続して実施します。 

なし 
設置1か所(委託開催）

延べ39人利用 

特別支援保育コーディネーターが中心となって、通

常保育の中で子育ての相談など支援を行っていきま

す。 

加配保育士の配置 加配保育士の配置 

発達に心配の

ある就学前の

子どもの療育

指導と保護者

への支援 

発達に遅れや偏り、あるいはその心配がある子ども

たちが、人とのかかわりの中で自己肯定感を持って

生活できるよう療育指導を進めます。また、そのよ

うなことで育てにくさを感じておられる保護者が、

子どもたちを受け入れ安定して子育てする基礎をつ

くったり、保護者同士のつながりを築いたりする手

助けをします。 

毎週１回療育指導を

実施(保護者との情

報交流含め、約２時

間半) 

人数 ５４名 

毎週１回療育指導を

実施(保護者との情

報交流含め、約２時

間半)人数44名 

月２回療育指導を実

施(保護者との情報

交流含め、約２時間

半) 人数15名 

4 
ひとり親家庭

への支援 

ひとり親家庭の生活の安定を図るため、経済的な支

援を継続して実施するとともに、自立に向けた就労

支援のため、各種制度の周知、関係機関と連携した

相談体制の強化に努めます。 

児童扶養手当231件 

（H25.8現在） 

教育訓練等の就労支援 

児童扶養手当230件 

（H26.8現在） 

教育訓練等の就労支援 

5 

在住外国人の

子育てへの支

援 

保育の実施にあたっては、在住外国人の子育てにつ

いても、適切に支援ができるように努めます。 
実施 実施 

子育て支援センターの活動を通して、在住外国人へ

の子育て情報の提供、相談体制の充実を図ります。

保育所、幼稚園の受け入れを通して、安心できる子

育て環境を提供します。 

保育所：4園、9人 

幼稚園：3園、8人 

保育所：4園、5人 

幼稚園：2園、5人 

外国語版すくすくファイル（ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語、中国語、英

語）を作成し、外国人が就労している事業所を通じ

て啓発、活用をめざします。 

配布なし 配布なし 

    

(3)(3)(3)(3)    子育て経費の負担軽減子育て経費の負担軽減子育て経費の負担軽減子育て経費の負担軽減    

少子化の要因の一つにあげられている子育て経費の負担軽減に努めるとともに、適正な利用者負担

についての理解を求めていきます。 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 保育料の軽減 

国の徴収金基準額からの保育料の軽減については、

保育サービスの充実度合いを勘案しながら負担軽減

に努めます。 

国基準軽減率44.4% 国基準軽減率51.0% 

2 
乳幼児医療費

の助成 

乳幼児の医療費については、就学前までの医療費無

料化などによる負担軽減に努め、医療を受けやすい

体制を整備します。また、小中学生の入院医療費の

負担軽減についても継続して実施します。 

■福祉医療費助成 

・乳幼児 31,806件 

・助成額 

   53,712,118円 

■市単独医療費助成 

・乳幼児就学前 

     24,948件 

・助成額 

   15,208,680円 

・小中学生入院 

       78件 

・助成額 

    3,584,831円 

■医療費助成（医療費

支援）は小学校就学

前まで、入院は中学

3年までを対象に継

続して実施 

 

■福祉医療費助成 

・乳幼児 31,587件 

・助成額 

   54,930,304円 

■市単独医療費助成 

・乳幼児就学前 

     25,459件 

助成額 

   15,295,427円 

・小中学生入院・通院 

     24.972件 

・助成額 

   59.702,313円 

■医療費助成（医療費

支援）は小学校就学

前まで、市単独事業

は、中学3年までを対

象に入院・通院の助

成を実施 

 

(4)(4)(4)(4)    子どもや妊婦・子育て家庭にやさしいまちづくりの推進子どもや妊婦・子育て家庭にやさしいまちづくりの推進子どもや妊婦・子育て家庭にやさしいまちづくりの推進子どもや妊婦・子育て家庭にやさしいまちづくりの推進    

公共施設等における授乳やおむつ替えの場所の確保、段差の解消や子ども仕様の採用等、子どもや

妊婦、子ども連れにやさしいバリアフリー化の推進およびユニバーサルデザインに配慮したまちづく

りを推進します。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
交通安全対策

の推進 

①毎月１日・15日には、通学する児童生徒に対して

交通安全協会と交通指導員による交通安全指導を実

施しています。②信号機、横断歩道、交通標識など

の危険な場所への整備について、公安委員会などへ

要望していきます。（自治会、関係各課からの取りま

とめ）③保育所、幼稚園および警察と連携を密にし

て、幼児に対して交通ルールを理解させ、安全に行

動できる習慣、態度を身につけさせるため、発達段

階や地域の実情に応じた交通安全教室を実施しま

す。④児童・生徒に対しては小中学校および警察と

連携を密にし、通学時のマナーの改善や、身近な交

通環境における危険な状況に的確な行動がとれるよ

う交通安全教室を実施します。 

①交通安全推進員・交通

指導員による交通安全

指導の実施 

交通安全推進員：30人 

交通指導員数：10人（94

回） 

②信号機設置等につい

て公安員会に対して要

望書提出（２月上旬） 

③通安全教室の開催 

幼児：44回/3449人 

④通安全教室の開催 

小学校：15回/2693人 

中学校：12回/841人 

①交通安全推進員・交通

指導員による交通安全

指導の実施 

交通安全推進員：30人 

交通指導員数：７人（56

回） 

②信号機設置等につい

て公安員会に対して要

望書提出（２月13日 

③交通安全教室の開催 

幼児：49回/4,011人 

④交通安全教室の開催 

小学校：14回/2,910人 

中学校：10回/398人 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

  

各校園において、交通安全教室などを実施し、交通

ルール順守や通学時のマナーの改善だけでなく、危

険な状況に対してどのように対処するかなどを身に

つける取組を進めていきます。 

小学校においてはスクールガードの協力を得なが

ら、交通安全マップの作成や「子ども１１０番のお

うち」などの確認をするとともに、登下校時の危険

ポイントを中心に見守り活動を推進していきます。 

■スクールガード 

全小学校設置： 

1,048人登録 

スクールガードリー

ダーによる巡回指導

及びスクールガード

養成講座：全小学校 

■スクールガード 

全小学校設置： 

910 人登録 

スクールガードリー

ダーによる巡回指導

およびスクールガー

ド養成講座：全小学校 

2 

地域安全活動

（防犯）の推

進 

①犯罪の現状や防犯対策についてメール配信システ

ムなどにより情報提供を実施します。（学校教育課と

連携）②青色回転灯パトロール車による啓発活動を

行います。③伊吹・山東防犯パトロール隊および近

江地域防犯安全パトロール隊への支援を行います。

④防犯灯の整備および各自治会への防犯灯設置の補

助を実施します。 

①メール配信登録者

数（不審者情報） 

1,201人 

②少年センター青色

回転灯パトロール車

による啓発活動の実

施（週５回） 

③防犯パトロール隊

への学校下校時刻の

連絡および活動補助

等 

④防犯灯の新設24基 

自治会要望に基づき

半額助成：防犯灯設

置補助実績163本 

米原市と米原警察署の間

で犯罪多発警報・交通事

故発生警報に関する協定

書を締結（８月） 

①メール配信登録者

数（事件事故情報）

2,364 人 

②少年センター青色

回転灯パトロール車

による啓発活動の実

施（週５回、毎日下校

時間） 

③防犯パトロール隊

への学校下校時刻の

連絡および活動補助

等 

④防犯灯の新設 26 基 

自治会要望に基づき

半額助成：防犯灯設置

補助実績（52 自治会、

319 基） 

3 

公共施設のバ

リアフリー

化・ユニ 

バーサルデザ

イン化 

歩道の整備、歩道の段差解消など、子どもやお年寄

りが、安心して出かけられる歩行空間の整備に努め

ます。平成22年度から新たな実施を検討します。 

事業完了 

（一部段差修正有） 
事業完了 

公共施設の整備改善にあたっては、誰にも使いやす

い施設となるようユニバーサルデザイン化を推進し

ます。また、歩道などの段差の解消、多機能トイレ

の設置などを進めます。 

米原駅周辺及び東西

自由通路 

事業完了（一部段差

修正有） 

米原駅周辺及び東西

自由通路 

事業完了（一部段差

修正有） 

4 
通学路の除雪

対策 

冬期雪寒時の通勤・通学等市民の生活基盤である主

要幹線道路の交通を確保するため、降積雪状況、道

路交通状況などを速やかに把握し、迅速かつ適切な

除雪活動を実施していきます（全面業者委託）。 

除雪延長 

車道214.8㎞ 

歩道36.4㎞ 

除雪延長 

車道218.2㎞ 

歩道36.6㎞ 

5 危険箇所対策 

地域の協力を得て「絆マップ」を作成し、通学路等

の一斉点検を実施します。防犯パトロール隊では地

域における子どもたちの遊び場、通学路、ため池等

の危険箇所を随時点検します。 

警察、自治会、学校、

ＰＴＡ、道路管理者等

と通学路一斉点検実

施（２月）改善箇所は

随時対応 

警察、自治、学校、Ｐ

ＴＡ、道路管理者等と

合同で通学路一斉点

検実施（８月延べ４日

間）改善箇所は、随時

対応 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

6 

子育てバリア

フリーマップ

の作成 

「米原市子育て応援ガイド」として、市内の子育て

支援サービスを網羅する冊子を毎年発行し、この中

で子育て支援マップを掲載しています。市内の関係

機関へ配布、乳幼児健診時などに配布します。発行

部数2,000部。 

実施 実施 

    

３３３３    子どもが心身ともに健やかに生まれ育つまち子どもが心身ともに健やかに生まれ育つまち子どもが心身ともに健やかに生まれ育つまち子どもが心身ともに健やかに生まれ育つまち    

(1)(1)(1)(1)    母子保健サービスの充実母子保健サービスの充実母子保健サービスの充実母子保健サービスの充実    

健康な子どもを生み育てるために、妊娠中の不安の解消や健康管理の支援を行います。また、子ど

もの発達段階に応じ、育児不安や発達相談に十分応えられるよう、支援体制の充実に努めます。不妊

に関する支援では、最新の情報提供、相談に努めます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
両親学級等の

開催 

①血圧測定②母子健康手帳、すくすくファイルの活

用③生活習慣病予防から見た妊娠中のからだ・生活

について④１日の食事量の計算⑤相談窓口、産後う

つ病、児童虐待予防についてなど、妊娠期から子育

てに関する意識を高めていきます。 

４回延べ84件 4回 38組60人 

2 
親子教室の充

実 

親子遊びや母親グループでの話し合いを通して子どもの発

達、親子のふれあいを促します。 
親子教室実施 24回 親子教室実施 18回 

3 
訪問指導の充

実 

健診後の事後指導、経過観察のための訪問指導を行い

ます。また、新生児・妊産婦訪問指導に加えて、乳児

家庭全戸訪問指導を実施し、子育て支援の相談アドバ

イスを行います。 

新生児訪問 延47件 

未熟児訪問 延30件 

乳児訪問 延302件 

幼児訪問 延209件 

新生児訪問 延46件 

未熟児訪問 延51件 

乳児訪問 延309件 

幼児訪問 延326件 

4 
乳幼児健康診

査の充実 

4ヶ月、10ヶ月、1歳半、2歳半、3歳半の時期に、異

常の早期発見、個々に応じた発達の支援のため乳幼

児健診を実施します。 

4か月 314人 

(98.4％)  

10か月児 318人 

(97.8％)  

1歳8か月児 346人 

(97.5％)  

2歳6か月児 307人 

(95.6％)   

3歳6か月児 343人 

（96.3％） 

4か月 308人 

(98.4％) 

10か月児 312人 

(99.0％) 

1歳8か月児 322人 

(99.1％) 

2歳6か月児 333人 

(97.1％) 

3歳6か月児 304人

(95.6％） 

5 育児相談 

保健センターで育児相談を行い計測、保健指導、栄養

指導を行います。また心理判定員による発達に関する

相談も実施します。 

2会場 48回 

延べ615件 

2会場 48回 

延べ522件 

6 不妊への支援 
県の特定不妊治療費の助成制度の周知を図ります。

市単独の支援制度についても実施を検討します。 

市単独の支援の実施 

（特定不妊治療助成

事業）延40件 

市単独の支援の実施

（特定不妊治療助成

事業）延41件 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

7 
赤ちゃん手帳

の発行 

妊娠期から、育児子育ての情報を提供し主体的な子

育てを促し支援します。 
424部 364部 

8 

妊婦一般健康

診査費用助成

事業 

安全・安心な出産と健やかな誕生のため、妊婦一般

健康診査費用を全額助成しています。県下市町間で

の取り扱いの統一を検討します。 

妊婦健診受診票配布 

：14枚 

妊婦健診受診票配布 

：14枚 

    

(2)(2)(2)(2)    思春期の保健対策等の推進思春期の保健対策等の推進思春期の保健対策等の推進思春期の保健対策等の推進    

思春期の心やからだの悩みについて適切に対応するため、健康教育や心の問題に対する相談体制の

充実に努めます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
健康教育の充

実 

生涯学習の出前講座のメニューとしてタバコに関す

ること、生活習慣病予防など健康教育を進めます。 
実施 実施 

食生活や生活リズムの乱れ、運動不足などにより、

肥満などの子どもの生活習慣病の増加が懸念されて

います。①子どもの頃から健康に対する意識の向上

を図るため、学校における家庭、保健体育の教科を

中心に健康教育を実施していきます。②薬物・タバ

コ・アルコールの害、性などについて正しい知識の

普及を図るため、小・中学生を対象に思春期教室を

開催します。③性教育については、系統的な指導が

できるよう計画的に実施するとともに、指導力の向

上に努めます。 

16校（小学校９校、 

中学校７校） 

3,499 人 

16 校(小学校９校、 

中学校７校) 

3,385 人 

2 
思春期相談の

充実 

思春期の心身の健康や性の悩みについて適切に対応

するため、臨床心理士、スクールカウンセラー、子

ども家庭サポートセンター、特別支援サポートセン

ター、医療機関などとの連携を強化し、相談体制の

充実に努めます。児童・生徒の心の問題に関する相

談は年々相談件数が増加し、相談の内容が多様化し

ていることから、臨床心理士による「こころの教育

相談」の充実を図っていきます。また、教職員の教

育相談能力を高める研修の充実を図ります。 

こころの教育相談 

４か所実施38人利用 

こころの教育相談 

４か所実施39人利用 

    

    

(3)(3)(3)(3)    子どもの人権擁護と家族への支援子どもの人権擁護と家族への支援子どもの人権擁護と家族への支援子どもの人権擁護と家族への支援    

児童虐待の防止のための啓発やネットワークづくり、家族への支援など、子どもの人権が尊重され

るまちづくりを推進します。 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
児童虐待防止

の啓発 

児童虐待についての知識の普及と早期通報への協力

を呼びかけます。 

関係機関団体への協力要請、児童虐待防止推進月間

の取組、オレンジリボンキャンペーン、県のキャラ

バン隊の受入、広報「まいばら」などによる啓発、

CAP（子どもへの暴力防止）プログラムを実施します。 

関係機関団体への

協力要請・研修会

等、児童虐待防止推

進月間の取組（11

月）、オレンジリボ

ンキャンペーン、キ

ャラバン隊受入、広

報「まいばら」によ

る啓発（11月号）、

CAPプログラムの実

施、市公式サイトに

よる市民啓発 

関係機関団体への協

力要請・研修会等、

児童虐待防止推進月

間の取組（11月）、オ

レンジリボンキャン

ペーン、キャラバン

隊受入、広報「まい

ばら」による啓発（11

月号）、CAPプログラ

ムの実施、市公式サ

イトによる市民啓発 

2 

子ども家庭支

援ネットワー

クの充実 

児童福祉法に基づく「要保護児童対策地域協議会」として

子ども家庭支援ネットワークを設置しました。また、児童

虐待だけでなく不登校・ひきこもりや非行、発達や障がい

などに関わる要保護児童等の支援を総合的に行う拠点とし

て子ども家庭サポートセンターを設置しています。ネット

ワークを充実させ児童虐待の未然防止と早期対策の確立に

努めます。 

代表者会議（年１）、

実務者会議（月１）、

ケース会議（随時）、

中学校区担当者会議

（各年３）の開催：

対応対象ケース数

177件 

代表者会議（年１）、 

実務者会議（月１）、 

ケース会議（随時）、 

中学校区担当者会議

（各年３）の開催：

対応対象ケース数

214件 

3 

ＣＡＰ（子ど

もへの暴力防

止）プログラ

ムの普及 

虐待などの被害を受けそうになった場合に被害を未然

に防ぐために子ども自身に何が出来るかを教えるＣＡ

Ｐプログラムを、市内各保育所や幼稚園、学校へ導入

しています。子どもが自らの権利について学び、生き

る力を引き出す支援をしていきます（教職員ワーク、

保護者ワーク、子どもワーク）。 

市内保育所・幼稚

園・子ども園にて５

歳児、市内小学５年

生児童対象に実施

（教職員ワーク5回、

保護者ワーク20回、

子どもワーク32回） 

市内保育所・幼稚

園・子ども園にて５

歳児、市内小学５年

生児童対象に実施

（教職員ワーク5回、

保護者ワーク21回、

子どもワーク31回） 

4 
ＤＶの防止と

家族への支援 

DVが確認された家庭に子どもがいる場合、「心理的虐

待」があったと認め、児童虐待防止の観点から安全

確認および家庭支援の取組を実施しています。子ど

もに与える影響を最小限にとどめるとともに、被害

に遭遇した子どもたちのメンタルケアなど必要な支

援を行います。 

虐待の確認：91件 

養護相談：164件 

その他：73件 

虐待の確認：83件 

養護相談：198件 

その他：66件 

5 
養育支援訪問

事業の実施 

育児ストレス、産後うつ病、育児ノイローゼなどの問

題によって、子育てに対して不安や孤立感などを抱え

る家庭や、さまざまな原因で養育支援が必要となって

いる家庭に対して、保健師・保育士などがその居宅を

訪問し、養育に関する具体的な指導助言などを実施す

ることにより、個々の家庭の抱える養育上の諸問題の

解決、軽減を図ります。 

実数６人 

延べ数10人 

実数５人 

延べ数６人 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

6 
子 ど も の 人

権、権利擁護 

広報や講演会、人権教室、人権作品募集などさまざ

まな媒体や啓発機会を通して、子どもの人権につい

て意識の啓発、学習機会の提供に努めます。 

具体例：①人権作品募集において、市内に在住する

小・中学生から人権作文と人権ポスター、人権標語

を募集し、子どもたちが人権について考えるきっか

けづくりを図り、子どもたちの想いや願いを人権作

品集として発信する。②12月の人権週間にあわせ、

市内小学校児童を対象に、人権擁護委員による「人

権教室」を開催する。人権教室を通して子どもたち

の人権感覚の醸成と人権の大切さについて学習す

る。 

■人権啓発作品出品

の状況：小学生の部

（人権作文9、人権ポ

スター47、人権標語

45）、中学生の部（人

権作文7、人権ポスタ

ー28、人権標語31）一

般の部（人権標語 26） 

■人権教室開催実績： 

伊吹小学校(3年)、春

照小学校(4年)、大原

小学校(3･4年)、柏原

小学校(3･4年)、山東

小学校(3年)、河南小

学校(4年)、坂田小学

校(3･4年)、息長小学

校(3･4年) 

■人権啓発作品出品

の状況：小学生の部

（人権作文9、人権ポ

スター45、人権標語

50）、中学生の部（人

権作文6、人権ポスタ

ー20、人権標語21）一

般の部（人権標語33） 

■人権教室開催実績： 

伊吹小学校(3年)、春

照小学校(4年)、大原

小学校(4年)、柏原小

学校(3年)、河南小学

校(4年)、坂田小学校

(3年)、息長小学校(4

年) 

保育のあらゆる機会を通じて人権啓発を行います。

また職員および保護者の研修の機会をとらえて人権

学習を行います。 

全保育所、幼稚園、認

定こども園実施 

全保育所、幼稚園、認

定こども園実施 

①学校教育において、人権尊重の実践的な態度を育成す

る教育の充実に努めます。②人権推進部局と連携し、広

報誌、講演会など、さまざまな媒体、機会を通して、子

どもの人権を含めた人権に関する意識の啓発、学習機会

の提供に努めます。③職員研修やPTA研修を充実させ、体

罰やセクハラ・虐待防止、インターネット・携帯電話に

よる人権侵害が発生しないよう、子どもの人権や権利に

ついて学習を深めます。 

各校で実施 

21校園 

児童・生徒、PTA 

各校園で実施 

21校園 

児童・生徒、PTA 

    

(4)(4)(4)(4)    小児医療体制の充実小児医療体制の充実小児医療体制の充実小児医療体制の充実    

地域において、いつでも安心して適切な医療サービスが受けられるよう、小児医療の充実を促進し

ます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
救急医療体制

の充実 

長浜米原休日急患診療所を設置し、医療体制の確保

に努めます。 
実施 実施 

2 
救急法等の知

識の普及 

消防署が行う救急法講座や事故予防研修への紹介斡

旋など学習機会の提供に努めます。 

出前講座の中で紹介

斡旋を実施 

出前講座の中で紹介

斡旋を実施 

3 
予防接種の実

施 

BCG、ポリオ、２種混合、３種混合、日本脳炎、麻し

ん風疹混合予防接種を実施しています。 

延べ8,054人 

（Hib、小児用肺炎球菌、

子宮頚がん定期接種化） 

風しん予防接種緊急促

進事業（H25年度に限り

実施。助成利用者：妊娠

予定者99人、妊婦の同

居家族23人） 

述べ 7,538人 

（水痘定期接種化） 
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(5)(5)(5)(5)    食育の推進食育の推進食育の推進食育の推進    

食生活は、生涯を通じた健康づくりの基本となります。このため、離乳食指導、食に関する学習機

会の提供など食育の推進に努めます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
食に関する学

習機会の提供 

①両親学級、乳幼児健診、育児相談時での栄養相談

②健康推進員による食育フェスティバルへの参加、

小中学校への健康教育などを実施します。 

①栄養士による栄養相

談利用者： 

延べ1,820人 

②食とスポーツの集い

開催。大原小、河南

中、柏原中で健康教育

の実施。 

①栄養士による栄養相

談利用者： 

延べ1,804人 

②食とスポーツの集い

開催。大原小、河南中、

柏原中、大東中で健康

教育の実施 

2 離乳食指導 
４か月健診、10か月児健診、育児相談での栄養士に

よる指導を行います。 
延べ915人 述べ718人 

3 
健康推進員に

よる食育 

健康推進員の協力を得て、小中学校等、地域に向け

ての栄養指導を実施します。 

健康推進員会への支

援 

健康推進員会への支

援 

4 
食育推進計画

の推進 

食育推進計画「米原市いきいき食のまちづくり計画」

に基づき、食育推進協議会で計画の進捗管理を行い

ます。 

第2次計画策定 事業実施 

    

４４４４    子どもが心豊かにのびのびと育つまち子どもが心豊かにのびのびと育つまち子どもが心豊かにのびのびと育つまち子どもが心豊かにのびのびと育つまち    

(1)(1)(1)(1)    生きる力を育む教育の推進生きる力を育む教育の推進生きる力を育む教育の推進生きる力を育む教育の推進    

やさしさや思いやりを育む福祉教育やこころの教育、自主性や社会性を培う地域や職場での体験学

習などを充実し、豊かな心と生きる力を育成します。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
こころの教育

の充実 

今日の他者への無関心、社会や集団とのかかわりの弱

まり、規範意識や人権感覚の希薄化などの問題は幼児

児童生徒の成長に大きな影響を及ぼしていることか

ら、正義感、責任感や思いやりの心、基本的なモラル

や規範意識、自然や他者との好ましいかかわり等、豊

かな心の育成をめざす取組について道徳の時間を中心

に進めていきます。 

小中学校 小中学校 

2 
基礎学力の確

実な定着 

基礎的・基本的な知識・技能の習得をめざすために、

少人数指導など指導法の改善により学習意欲を高

め、基礎学力の確実な定着を図ります。 

小中学校 小中学校 

3 
体験的な学習

の推進 

豊かな人間性や生きる力を育むため、自然体験、職場体

験、ボランティア活動など、地域の人々や自然、文化な

どとかかわる体験活動について支援していくとともに、

行事や教科学習、総合的な学習の時間との関連を図りな

がら取組んでいきます。 

幼稚園 

小中学校 

幼稚園 

小中学校 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

4 

まいばらっ子

に生きる力を

育む事業 

「まいばらっ子に生きる力を」をテーマに、３大重

点目標「伊吹山」「絵画」「本」を設定し、保護者の

参加も含め、郷土愛を育み、体力向上、読書活動な

どを通じて生きる力を身につけます。 

「みんなで伊吹山に

登ろう」 

14校園、1,300人参加 

（近隣の山を含む、伊

吹山のみ700人） 

「ふるさとを描こう」

27校園152作品展示 

「みんなで本を読も

う」25校園 

「みんなで伊吹山に

登ろう」 

17校園、1，411人参加 

（近隣の山を含む、伊

吹山のみ13校園1，109

人） 

「ふるさとを描こう」

25校園139作品展示 

「みんなで本を読も

う」23校園 

5 

不登校・ひき

こもり青少年

への対応 

若者自立ルーム「あおぞら」では、ひきこもりやニ

ートなどの若者やその家族の相談を受け、生活や仕

事の自立支援を引き続き実施します。また、不登校

に対して家庭問題を要因とする深刻な要保護児童に

関わるケースについては米原市子ども家庭支援ネッ

トワークで対応します。 

継続相談23件 

（ひきこもり7件、ニ

ート等16件） 

就労実現件数2件 

継続相談29件 

（ひきこもり10件、ニ

ート等19件） 

就労実現件数2件 

①子どもの心の問題は、学校のみで対応できるものではな

いので、学校、家庭、子ども家庭サポートセンター、特別

支援サポートセンターなど地域の関係機関が協力して取組

みます。②学校では課題に対処するため、学校全体で支援

する体制を築きます。不登校については、スクールカウン

セラー、臨床心理士などによる相談体制の充実に努めます。

③不登校児童を対象とした適応指導教室（みのり）を継続

して開室し、学校への復帰、進学、更に就職へと結びつけ

ていきます。④子どもケアサポーターによる別室登校児童

生徒の指導・支援を行います。 

設置１か所 

利用者数６人 

設置１か所 

利用者数８人 

6 
特別支援教育

の充実 

①障がいのある児童やその保護者などに対する日常

の教育相談活動の充実に努めます。②障がいについ

ての正しい理解と認識を持つための教育活動や研修

会を実施していきます。③障がいのある児童の体験

学習、校外学習等を促進し、豊かな人間性を育み、

集団に参加する能力、社会生活に必要な知識や技能

の育成を図ります。④専門的な研修の充実、養護学

校や福祉施設が蓄積した教育上の経験やノウハウを

活かすことなどにより、地域の小・中学校教員の指

導力を高めていきます。⑤従来の特殊教育の対象（６

種類）の障がいだけでなく、LD（学習障害）、ADHD（注

意欠陥多動性障害）、高機能自閉症を含めて、障がい

のある児童の自立や社会参加に向けて、その一人ひ

とりの教育的ニーズを把握して、その持てる力を高

め、生活や学習上の困難を改善または克服するため

に適切な教育や指導を通じて必要な支援を行う「特

別支援教育」（全種障がい対応）の充実に努めます。 

全小中学校 全小中学校 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

7 

学校における

スポーツ環境

の整備と体力

づくりの充実 

学校におけるスポーツ環境の整備と体力づくりを充

実します。子どもの運動不足、基礎体力の低下が危

惧されることから、クラブ活動など学校におけるス

ポーツ環境の充実を図り、体力の向上に向けた取組

を推進します。 

全小中学校 全小中学校 

8 
社会生活のル

ールづくり 

健全な心を育成するため、幼児や小学校低学年での

基本的な生活習慣や社会生活上のルールを身につけ

るよう、保育所・幼稚園、学校、地域、家庭が連携

して指導の充実を図ります。あいさつ運動など、地

域に根ざした活動に積極的な参加を促し、社会のマ

ナーを身につけられる機会としています。人とふれ

あう機会や活動する場を提供し、子どもが人とのか

かわりの中で身につけていくべき、協力・強調、思

いやりなど人間らしさを培います。 

全校園 全校園 

    

(2)(2)(2)(2)    保育所・幼稚園・学校教育環境の充実保育所・幼稚園・学校教育環境の充実保育所・幼稚園・学校教育環境の充実保育所・幼稚園・学校教育環境の充実    

学校等教育施設の改善、保育所・幼稚園の機能強化、保育所・幼稚園・小中学校の安全管理、相談

体制の充実など、教育環境の充実を図ります。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 

保育所・幼稚

園、学校の施

設・環境の整

備 

施設の老朽化および児童数の減少に伴い、保育施設

の統廃合、幼保一元化、幼稚園の定員の見直しなど

を含めて検討し、保育ニーズの多様化に対応する保

育環境の整備に取組みます。 

整備計画の推進 整備計画の推進 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

幼・小・中の施設整備については、安全・安心な学

校生活が送れるよう、不良個所を随時修繕していま

す。また、市内全小中学校にコンピュータ教室を更

新整備し、校内LANも利用した高度情報化社会に対応

できる環境を整備していきます。 

児童生徒の安全かつ安

心な教育環境を確保す

るため、エレベータ設置

やトイレ・校舎の増築工

事など環境整備を実施

したほか、緊急性の高い

ものから順に不良個所

修繕を行い、突発的な修

繕にも即時対応を行っ

た。 

【工事実績】 

■施設等改修工事（防水

工事、ﾌﾟｰﾙ改修等） 

15件 

■ﾄｲﾚ増設に伴う工事 

 ２件 

■校舎増築に伴う工事 

（建築、機械設備・電気

設備等）３件 

■ｴﾚﾍﾞｰﾀ設置工事 ２件 

■耐震補強工事 １件 

■こども園造成工事  

１件 

■こども園周辺整備工事 

１件 

【施設修繕実績】 

■小学校73件 

    5,399,678円 

■中学校46件 

    6,660,229円 

■幼稚園22件   

    1,382,861円 

児童生徒の安全かつ安

心な教育環境を確保す

るため、小学校空調設備

整備やエレベータ設置

工事など環境整備を実

施したほか、緊急性の高

いものから順に不良個

所修繕を行い、突発的な

修繕にも即時対応を行

った。 

【工事実績】 

■施設改修（防水等） 

５件 

■小学校空調整備工事 

９件 

■エレベーター設置工 

事１件 

■グラウンド整備工事 

１件 

■電話設備改修工事 

 ３件 

■給水管改修工事 １件 

■こども園建築工事 

２件 

■こども園周辺整備工事 

 １件 

【施設修繕実績】 

■小学校94件  

    8,786,560円 

■中学校39件  

    8,181,183円 

■幼稚園 40 件 

    2,966,225円 

2 

魅力ある学

校給食の実

現 

平成19年１月に「米原市学校給食運営基本計画」を

策定し、幼稚園から中学校までの子どもたちを対象

に安全・安心でおいしい学校給食を市内統一して実

施し、食生活の基礎・基本を身につけた次代を担う

「心身ともにたくましく元気な知・徳・体の調和の

とれた米原の子どもの育成」をめざします。平成23

年度地場産物活用割合25%を目標に推進します。 

具体的事業は次のとおりです。①学校給食法が求め

る目標の達成 ②市内統一した学校給食の形成 

③安全・安心な食材確保、地産地消のしくみづくり

④学校給食の有効な実施のための市、園・学校、保

護者、生産・納入業者の役割の向上⑤効率的な学校

給食の運営。 

■市内21校園4,026人

の（いぶき認定こども

園は長時部の52人を含

む）・児童・生徒の学校

給食を実施した。 

東部給食ｾﾝﾀ-: 

     2,360食 

西部給食ｾﾝﾀ-: 

     1,666食 

（平成25年5月1日現在） 

■親子料理教室の開

催：2回実施 

■食に関する訪問指

導：毎月1回実施 

■地場産物活用割

合：31.9％ 

■市内21校園3,954人

の（いぶき認定こども

園は長時部の66人を含

む）・児童・生徒の学校

給食を実施した。 

東部給食ｾﾝﾀ-: 

     2,290食 

西部給食ｾﾝﾀ-: 

     1,664食 

（平成26年5月1日現在） 

■親子料理教室の開

催：2回実施 

■食に関する訪問指

導：毎月1回実施 

■地場産物活用割合：

34.0％ 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

3 

保育所・幼稚

園機能の充

実 

未就園児と保護者に園庭開放等を行い、安心して遊

ぶことのできる場を提供しています。子どもと保護

者にとって乳幼児期の健やかな発育、ゆとりある子

育てができるよう、子育ての悩みや相談を気軽にで

きる環境づくりを行うなど、専門性を活かしたきめ

細かな支援に努めます。 

また、米原市における保育の在り方検討委員会答申

を受け、平成19年度から全市的に幼保一元化を推進

し、保育所・幼稚園の双方の機能を活かした一体化

施設として、「いぶき認定こども園」を開園しまし

た。このことにより、就学前の子どもが保育所・幼

稚園・認定こども園のいずれの施設に入園しても

「米原市保育の指針」に則った保育・教育を受ける

ことができ、0歳児から5歳児までの子どもの育ちを

一貫して支えるとともに、家庭の子育てを支援する

体制ができました。今後、少子化が進む中、発達段

階に応じた適正な集団規模の観点から、保幼小中を

併せた整備方針について検討する必要があり、地域

の実情および校園の諸課題を踏まえ、「幼保一元化

推進プラン」を策定し、子どもの健全な育成を促進

するための環境づくりを進めていきます。 

園庭開放、親子活動 

電話、面接、相談、訪

問実施 

いぶき認定こども園

充実 

（仮称）かなん認定こ

ども園 

 （H26.9開園予定） 

（仮称）おうみ認定こ

ども園 

 （H27.4開園予定） 

園庭開放、親子活動 

電話、面接、相談、訪

問実施 

いぶき認定こども園

充実 

（仮称）かなん認定こ

ども園 

 （H26.9開園） 

（仮称）おうみ認定こ

ども園 

 （H27.4開園予定） 

（仮称）まいばら認定

こども園の開園に向

けた施設整備 

 （H30.4開園予定） 

4 

保育所・幼稚

園・小中学校

の連携 

①高齢者との交流を行い、高齢者を大切にする心を

育てます。②小学生との活動交流を行い、異年齢の

子どもと一緒に活動する機会を提供します。③中学

生による保育体験を行い、異年齢の子どもと一緒に

活動する機会を提供します。④高校生による保育体

験を行い、異年齢との交流とともに、子育ての楽し

さを体験する機会を提供します。⑤民生委員児童委

員による保育体験を行い、子育て家庭の悩みや課題

の解決に役立てます。⑥学校教員による保育体験を

行い、教育課題の把握や共有、指導力の向上に役立

てます。⑦地域住民との共同作業を行い、児童に大

人とのかかわり方を教え、併せて、地域住民と子ど

もとのかかわりを促進します。 

全園で地域の実情に

応じて実施 

・特に、米原・河南地

域は、県の事業の中で

組織的に推進②⑥ 

・①⑤⑦は、主に行事

を通して実施 

・③④は、主にキャリ

ア教育（職場体験等）、

家庭科学習を通して

実施 

全園で地域の実情に

応じて実施 

・特に、米原・河南地

域は、県の事業の中で

組織的に推進②⑥ 

・①⑤⑦は、主に行事

を通して実施 

・③④は、主にキャリ

ア教育（職場体験等）、

家庭科学習を通して

実施 

①入り込み体験や交流体験を通して、保育所・幼稚

園と小学校のつなぎがスムーズになるよう努めま

す。②体験入学（ジョイントレッスンなど）などを

通して、小学校と中学校のつなぎがスムーズになる

よう努めます。③教職員の交流、情報交換などによ

り、教育課題の把握と共有、指導力の向上に役立て

ていきます。 

ジョイントレッスン 

入り込み体験または

交流体験：全小学校区 

職場体験：全中学校区 

保育体験：５中学校区 

ジョイントレッスン 

入り込み体験または 

交流体験：全小学校区 

職場体験：全中学校区 

保育体験：５中学校区 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

5 

学校安全管

理体制の充

実 

①より多くの目で幼児児童生徒を見守っていくため

に、学校や保護者はもとより地域ぐるみの体制を整

備することがきわめて大切です。そのために学校評

価において安全・安心な学校づくりを点検しながら、

常に地域と一体となって学校安全管理体制の充実に

取り組んでいきます。②危機管理・不審者対応マニ

ュアルが機能するよう、訓練と改善を繰り返し行っ

ていきます。 

全校園 全校園 

6 
学校評議員

制度の充実 

学識経験者・保護者・地域などから選出された委員

により、学校経営や運営について意見などを交流す

る機会を設け、充実や改善を図ります。 

全幼・小・中 

評議員数：102 人 

全幼・小・中 

評議員（運営委員含む） 

：112 人 

7 
通学・通園へ

の支援 

通園バス運行を行う長岡保育園・醒井保育園に対し、

助成を行います。 
２園に助成 ２園に助成 

いぶき認定こども園・山東幼稚園・ふたば幼稚園の

園児を対象に通園時の安全性を確保するため、スク

ールバスの円滑な運行管理を行います。路線バスが

少なく、通学・通園が困難な伊吹地域の児童・生徒

に均等な学習機会を確保するため、スクールバスの

運行を行います。小学校の通学に路線バスまたはデ

マンド方式のタクシーを利用する児童に助成を行い

ます。学校統合の場合には、通学バス利用区域やル

ートの検討などにより路線の確保も含め迅速に対応

します。 

■スクールバス：市内

２幼稚園、１認定こど

も園：延べ1,440人 

■伊吹地域スクール

バス、山東小スクール

バス、河南小スクール

バス： 

（小学）月198人 

（中学）月 32人 

■バス等通学事業補

助：市内４小学校：

69人 

■スクールバス：市内

２幼稚園、２認定こど

も園：月181人 

■伊吹地域スクール

バス、山東小スクール

バス、河南小スクール

バス： 

（小学）月183人 

（中学）月 27人 

■バス等通学事業補

助：市内４小学校： 

70人 

8 

スクールカ

ウンセラー

の配置 

不登校等児童生徒やいじめを始めとする問題行動な

どの対応には、学校におけるカウンセリング機能の

充実を図ることがきわめて重要です。このため児童

生徒の臨床心理に関して専門的な知識や経験を有す

るスクールカウンセラーを市内全中学校に配置し、

生徒の心の問題の解決にあたります。 

全中学校 

延べ774人利用 

全中学校 

延べ847人利用 

9 

放課後安心

プランの推

進 

放課後児童クラブ事業 

放課後、保育に欠ける小学校児童（1年～6年）を対

象に、家庭に代わる生活の場として、安全・安心で

ゆとりのある放課後の居場所を提供します。 

放課後児童クラブ 

公設公営：２ｸﾗﾌﾞ 

公設民営：７ｸﾗﾌﾞ 

民設民営：１ｸﾗﾌﾞ 

放課後児童クラブ 

公設公営：１ｸﾗﾌﾞ 

公設民営：８ｸﾗﾌﾞ 

民設民営：１ｸﾗﾌﾞ 

放課後キッズ事業 

小学校児童の放課後の、学び、体験、交流の場とし

て、放課後の居場所を提供します。地域の人材・資

源を活用し実施地域の拡大を進めます。 

放課後キッズ事業 

：４地域 

放課後キッズ事業 

：４地域 

    

(3)(3)(3)(3)    地域・家庭教育環境の充実地域・家庭教育環境の充実地域・家庭教育環境の充実地域・家庭教育環境の充実    

関係機関と協力して、家庭教育への支援や講演会の開催など、さまざまな学習機会を提供し、地域・家

庭における教育力向上のための支援に努めます。 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
青少年健全育

成 

①米原市青少年育成市民会議の団体活動事業に事業費

助成をし、行政と連帯し各種の事業（あいさつ運動、

補導巡回パトロール、青少年育成大会、各支部におけ

る各種体験活動事業など）を展開します。②米原市少

年センターの各種事業を実施します。（非行防止、有害

環境浄化、補導活動、無職少年対策、少年補導委員活

動など）③子どもの安全確保に伴う関係者会議の開催

と安全確保対策に取組ます。各種機関団体と連携を強

化します。（「子ども110番のおうち」、「子ども110番の

くるま」、スクールガードの取組など）。 

あいさつ運動：年９回 

青少年育成大会：年１

回 約240人参加 

街頭補導等：201回 

相談件数：延べ312件 

環境浄化：48回立入調

査、白ポスト点検回収

月２回 

関係機関調整：学校訪

問16回、警察署等28回 

広報啓発：誘拐防止教

室、薬物乱用防止教

室、少年の主張作文、

しおり作成・配布、少

年センターだより・そ

よ風発行 

その他：薬物乱用防止

活動、無職少年対策

(あおぞら)等 

子どもの安全確保に

伴う関係者会議：年3

回毎回 約30人参加 

110番のおうち：298件 

110番の車：102台 

スクールガード：

1,048人登録 

あいさつ運動：年９回 

青少年育成大会：年１

回 約 300 人参加 

街頭補導等：220 回 

相談件数：延べ 375 件 

環境浄化：22回立入調

査白ポスト点検回収：

月 2回 

関係機関調整：学校訪

問延べ 36校、警察署等

延べ 26回 

広報啓発：誘拐防止教

室、薬物乱用防止教室、

少年の主張作文、しお

り作成・配布、少年セ

ンターだより・そよ風

発行 

その他：薬物乱用防止

活動、無職少年対策(あ

おぞら)等 

子どもの安全確保に伴

う関係者会議：年２回

毎回 約 30人参加 

110 番のおうち：301 件 

110 番の車：103 台 

スクールガード： 

910 人登録 

2 
家庭教育への

支援 

講座形式ではなく、参加者の気楽な気持ちを大切にし

て、保育施設開放時を利用して井戸端会議風の情報交

換を行いながら支援を行います。男性の育児参加者に

も気楽に参加してもらえるように、父親母親を意識す

ることなくフラットな関係を築くように心がけ実施し

ます。 

園庭、保育室の開放 

幼稚園の子育て支援

講座 

啓発だよりの定期的

な発行 

園庭、保育室の開放 

保育所・幼稚園の子育

て支援講座 

啓発だよりの定期的

な発行 

両親学級、妊婦相談、「すくすくホットライン」、育児

相談を充実します。 

両親学級：4回延べ 

84人 

すくすくホットライ

ン：9件 

育児相談： 

48回延べ615人 

両親学級：4回延べ  

60人 

すくすくホットライ

ン：45件 

育児相談： 

48回延べ522人 

3 
地域の教育力

の向上 

地域が主体的に行っている地域活動を継続・活性化し

ていくための支援を行い、地域の教育力を高めていき

ます。 

地域創造会議  

子ども対象支援事業 

■米原地域創造会 

議支援事業：３事業 

松翁山子ども歌舞伎 

実行委員会 

上丹生プロジェクト

Ｋ 

まいはら字誌編さん 

委員会 

 

地域創造会議  

子ども対象支援事業 

■米原地域創造会議 

支援事業：２事業 

松翁山子ども歌舞 

伎実行委員会 

まいはら字誌編さん 

委員会 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

■近江地域創造会議 

支援事業：１事業 

主催：どろんこの会 

事業名：どろんこ塾 

事業内容: 

普段の学校生活では

体験出来ない農業を

中心とした体験学習

活動事業の実施。 

参加延べ人数：350人 

事業実施回数：５回 

■山東地域創造会議 

支援事業:２事業 

柏原中学校生徒会 

アートランドミネシマ 

■伊吹地域創造会議 

支援事業:２事業 

ホッケースクール 

実行委員会 

Mt.伊吹吹奏楽団 

■近江地域創造会議 

支援事業：１事業 

主催：どろんこの会 

事業名：どろんこ塾 

事業内容 

農業体験、自然体

験、物作り体験 

参加延べ人数：370人 

事業実施回数：６回 

■山東地域創造会議 

支援事業：１事業 

かえるの学校「てくて 

く」 

■伊吹地域創造会議 

支援事業：２事業 

・ホッケースクール 

実行委員会会 

・Mt.伊吹吹奏楽団 

    

(4)(4)(4)(4)    豊かな心と感性の醸成豊かな心と感性の醸成豊かな心と感性の醸成豊かな心と感性の醸成    

子どもたちが視野を広げ、豊かな感性を育む機会の提供と環境の整備に努めます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
国際理解教育

の推進 

小学校英語活動などにおいて、外国語指導助手や米

原市国際理解教育協力員を配置し、簡単な会話に慣

れ親しんだり、外国文化にふれたりしながら国際理

解を深める教育を推進します（平成21年度から指導

要領により小学校の英語教育が義務化）。 

全小学校 全小学校 

2 
人権教育の推

進 

あらゆる啓発・学習機会を通して、人権尊重の実践

的な態度を醸成する取組を行います。 

具体例：①「人権尊重と部落解放をめざす市民のつ

どい」を通じて、全市民を対象に、子どもの人権を

含めた人権問題の正しい認識と理解を促し、人権意

識の高揚を図り、実践行動できるスキルを身につけ

る。②広報まいばらの「暮らしと人権」の連載紙面

を活用し、子どもの人権について認識・理解を促す

よう啓発を行う。 

■市民のつどい開催

実績： 500人参加 

■人権尊重のまちづ

くり審議会の開催 

 5回 

■広報まいばら掲載

回数：「暮らしと人

権」2回 

■2014米原市人権を

考えるつどい開催

実績： 350人参加 

■人権尊重のまちづ

くり審議会の開催 

 １回 

■広報まいばら掲載

回数：２回 

すべての保育活動を通して「いのち」や「人権」を

大切にするこころを育成します。 

①子どもたちが、自然や動植物、絵本や物語などに

親しむ機会を充実します。②一人ひとりの子どもが

自己肯定感を持ち、人に対する安心感や信頼感の形

成に努めます。③保護者自身の人権意識を高め、人

権感覚を磨く研修を充実します。 

全園実施 全園実施 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

①全教育活動を通して、人権尊重の実践的な態度を

育成します。②学習活動を充実させ本来持っている

個人の能力を発揮し、自己実現が図れるよう支援し

ます。夢や希望が実現に向かうよう進路指導・進路

学習を充実させます。③豊かな心情・感性を育てる

ため、道徳の授業を充実させるとともに、体験活動

や自然体験・読書活動を実施します。④人とのかか

わりを通して自分自身を見つめ、高めながら、民主

的な集団を育てます。⑤人権問題に関する研修、教

師・保育士自身の人権感覚を磨く研修を充実します。

人権週間にあわせて各校園で人権について深く考え

る機会を持ちます。 

21校園で実施 21校園で実施 

①米原市人権教育推進協議会の団体活動事業に事業

費助成をし、行政と連帯し各種の事業（地域人権リ

ーダー研修会、きらめき人権講座、ハートフル・フ

ォーラムなど）を展開します。②人権関係の行政や

民間組織との連携を図りつつ、各種の教育啓発事業

（各種研修参加、同和問題啓発強調月間啓発など）

を展開します。 

●地域人権リーダー

研修会：238人参加 

●きらめき人権講

座：４回開催、延べ

296人参加 

●ハートフル・フォー

ラムの開催：81自治

会、1,565人参加 

●地域人権リーダー

研修会：227人参加 

●きらめき人権講

座：４回開催、延べ

227人参加 

●ハートフル・フォー

ラムの開催：87自治

会、2,806人参加 

3 
児童・生徒向

け環境教育 

生涯学習まちづくり出前講座などにおいて、要請に

応じ環境担当課職員が出向き地球温暖化防止を推進

し、身近なところから環境を守り育てる心を育みま

す。指定袋の有料化などにあわせて、温暖化、ISOを

テーマとして啓発から実施へ、出前講座などを学

校・自治会で行います。また、指導者の人材発掘を

行い、講師および出前講座のメニューの充実に努め

ます。 

●出前講座 
・コンポステーション
の見学：1団体 
・こうして届けられる
水道水：7団体 
・下水道と水洗化：1
団体 
・伊吹山の歴史と暮ら
し：9 団体 
●ルッチ大学 

・ルッチ大学院生によ

る放課後児童クラブ

への支援（地元木材の

木工教室等） 

●コンポスト施設見

学：春照小学校（38

人） 

●ビワマスふ化実験

（息長小５年生） 

●出前講座 
・こうして届けられる
水道水：7団体 
・ごみを出さない暮ら
し方：2団体 
・伊吹山の歴史と暮ら
し：8 団体 
●ルッチ大学 
ルッチ大学院生によ
る放課後児童クラブ
での体験教室（流し素
麺・かまど体験） 
●コンポスト施設見
学：春照小学校（40
人） 
●ビワマスふ化実験
（息長小５年生） 

①環境にやさしい生活や地域の環境保全活動などを

積極的に行う行動力と環境に配慮した生き方を身に

つけることをねらいとして、米原市の豊かな自然環

境を生かした各学校独自の多彩な環境学習を実施し

ます。②やまのこ森林学習やうみのこフローティン

グスクール、びわ湖の日の取組を実施します。 

全小中学校 全小中学校 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

4 
ブックスター

ト 

市内で生まれたすべての赤ちゃんに、絵本を介した

あたたかいひとときがもたれることを願い、健康づ

くり課と連携し、10ヶ月健診に訪れた赤ちゃんと保

護者に、図書館司書から絵本や子育てに関する資料

が入った「ブックスタート・パック」を手渡す活動

を行います。 

年間308組の親子へ手

渡し 

年間310組の親子へ手

渡し 

5 
児童図書の整

備 

多感で知識欲に富む子どもたちに読書は想像力とい

う一生の宝物を与えてくれます。図書館は各年齢の

発達段階にあわせて、幅広く変化に富んだ優れた児

童図書を収集し、子どもたちに提供していきます。 

２図書館設置 

17,853人利用 

２図書館設置 

17,300人利用 

6 
文化芸術活

動の提供 

①子どもたちが情操を高め、心豊かに育つよう、コ

ンサートをはじめ、さまざまな高い水準の音楽や文

化芸術活動に接する機会を継続して提供していきま

す。②児童、生徒が伝統的な行事の継承や文化的活

動にかかわりをもつことにより、地域を誇りに思え

る風土づくりを促進します。 

・０歳から入場可のフ

ァミリー向けクラ

シックコンサート

「音楽のおくりも

の」２回公演。計304

人来場 

・「ファーストクラシ

ックコンサート」参

加保育園７園およ

び一般来場者計394

人 

・宮沢賢治原作ミュー

ジカル「セロ弾きの

ゴーシュ」143人来

場 

・やなせたかし原作の

劇場アニメ映画「や

なせたかしシアタ

ー」３回上映。計369

人来場 

・「ブラスクリニック&

コンサート」（市内

中学校吹奏楽部3校

参加）成果発表コン

サート来場者195人 

「りれーピアノ発表

会」 

・4月7日開催。申込者

38組中33人の小中

学生が出場 

・8月18日開催。申込

者25組中21人の小

中学生が16人が参

加 

・小中学校への出前講

座による地域文化

の学習提供、市内資

料館での子ども体

験教室（勾玉、石包

・音楽と絵本の読み聞

かせを交えたファ

ミリー向けのコン

サート「絵本とマジ

ックと音楽の世界

（出演：大友剛）」

227人来場 

・進路選択や勉強の仕

方の悩みに高学歴

芸人が直接答える

「ロザンのお笑い

課外授業」369人来

場 

・「ファーストクラシ

ック・コンサート」

２回公演。参加保育

園５園および一般

来場者計332人 

・子ども番組音楽担当

の「栗コーダーカル

テット」コンサート

292人来場 

・「ブラスクリニック&

コンサート」（市内

中学校吹奏楽部3校

参加）成果発表コン

サート来場者210人 

・「公共ホール音楽活

性化事業」アウトリ

ーチ（ホール以外の

場所に出向いて音

楽を届ける事業）実

施 

1.子育て支援センタ

ー利用者対象のミ

ニコンサート（スタ

ジオ310にて）39人

参加 

2.伊吹小学校4～6年
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

丁、骨角器作り）の

実施など 

生対象のリズムの

ワークショップ（伊

吹小音楽室にて）55

人参加 

3.双葉中吹奏楽部対

象の吹奏楽におけ

るリズムのワーク

ショップ（双葉中音

楽室にて）29人参加 

・「りれーピアノ発表

会」 

1.4月6日開催。申込者

22組中17人の小中

学生が出場 

2.8月10日開催予定で

あったが台風のた

め中止。15組中8人

の小中学生が参加

申込み 

・小中学校への出前講

座による地域文化

の学習提供、市内資

料館での子ども体

験教室（勾玉・縄文

スタンプ作り、火起

こし）の実施など 

7 
多文化共生教

育の推進 

関係機関と連携しながら、在住外国人の子どもた

ちに、必要に応じて適宜支援を行うことが必要で

す。 

また、多様な文化や価値を認め尊重し、すべて

の子どもたちが異なる文化や価値観について学ぶ

機会の提供は、「米原市人権尊重のまちづくり条

例」に寄与することが期待されるものであり、日

本語指導教室の開設など、多文化共生教育の推進

に積極的に努めます。 

■外国関市民相談等

の通訳の設置（相談

件数1,503件） 

■日本語指導教室を

実施 

（40回 参加者延べ

228人） 

■食文化交流会、各

種語学講座を開催。 

■外国籍市民向け

「暮らしのガイドブ

ック」の継続使用 

■外国籍市民相談等

の通訳の設置（相談

件数 1,492 件） 

■日本語指導教室を

実施 

（43 回 参加者延べ

221 人） 

■食文化交流会、各

種語学講座を開催。 

■外国籍市民向け

「暮らしのガイドブ

ック」の継続使用 

    

５５５５    子どもがたくましく夢を温め育めるまち子どもがたくましく夢を温め育めるまち子どもがたくましく夢を温め育めるまち子どもがたくましく夢を温め育めるまち    

(1)(1)(1)(1)    遊び場の整備・充実遊び場の整備・充実遊び場の整備・充実遊び場の整備・充実    

子どもや家族が安心して遊び、憩える公園・緑地の整備や保育所、幼稚園の園庭の開放、雨の日に

も遊べる施設などの整備を推進します。 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
常設施設の設

置 

ルッチプラザ、近江公民館、米原公民館、ジョイい

ぶき、保健センター2か所、図書館２か所、柏原福祉

交流センター、児童館、社会福祉協議会など既存の

公的施設を活用して、子どもの居場所づくりとして

開放型の子育てコーナーを設置します。地域子育て

支援センターでは保育士による相談体制を整備しま

す。子育てコーナー設置の施設と連携して気軽な相

談体制の構築をめざします。また、子育て世代の話

し合いの場としてグループ形成ができるようコーデ

ィネートを行います。 

開放型の子育てコー

ナーを設置している

施設や子育て団体と

連絡調整会議の開

催：年１回 

社会福祉協議会の子

育てグループ形成の

取り組みに子育て支

援センターも連携 

開放型の子育てコー

ナーを設置している

施設や子育て団体と

連絡調整会議の開

催：年１回 

社会福祉協議会の子

育てグループ形成の

取り組みに子育て支

援センターも連携 

2 
公園・緑地の

整備 

主要幹線道路沿いには植樹帯を設けるなど、うるお

いのある道づくりを行います。安全のため植栽時に

は将来的な管理方法も含めて計画・実施します。平

成22年度から事業の取組方法を検討します。 

事業完了 事業完了 

3 
保育所・幼稚

園の園庭開放 

①未就園児との交流を行い、未就園児の集団生活で

の体験を提供します。②未就園児と保護者に園庭開

放を行い、安心して遊ぶことのできる場を提供しま

す。③未就園児と保護者に園を開放し、子育ての悩

みや相談を気軽にできる環境をつくります。 

全園実施 全園実施 

4 
参画型のまち

づくりの推進 

保育所の施設の改修、改築においては利用者の意見

を取り入れるよう進めていきます。 
実施 実施 

    

(2)(2)(2)(2)    自然を生かした子育ち環境の充実自然を生かした子育ち環境の充実自然を生かした子育ち環境の充実自然を生かした子育ち環境の充実    

里山の保全や環境に配慮した水辺の整備に努め、子どもが身近にふれあうことのできる豊かな自然

環境を守っていきます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
里山の保全と

活用 

子どもが身近で豊かな自然と触れ合うことができる

よう荒廃した里山を自治会との協定に基づき整備を

実施する里山リニューアル事業を行っています。整

備後の活用を検討します。 

６地区実施 ８地区実施 

2 
多自然型の川

づくりの推進 

河川の修景整備や石積護岸の保全など、河川改修に

合わせて、地域・自治会と協議のうえ水辺の整備を

進めます。 

事業完了 事業完了 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

3 

自然にやさし

いまちづく

り・自然環境

の保全 

良好な自然環境を次世代に残していくため、自然と

の共生、環境保全に対する意識を高めることを狙い

とした自然観察会を継続的に実施していきます。 

■ビワマス稚魚放流 

 親子等約450名参加 

■ビワマス稚魚放流 

親子等 約 90 名参加 

    

(3)(3)(3)(3)    活動機会の充実活動機会の充実活動機会の充実活動機会の充実    

親子あるいは子どもだけで、気軽に楽しく参加できるイベントを開催していきます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 おはなし会 

幼児から小学校低学年を対象として、おはなしサー

クルの協力を得ながら毎月定期的に行う図書館での

おはなし会と、地域や学校に出向く出前講座のおは

なし会を引き続き実施します。 

73回 

1,464人 

（２図書館で実施） 

72回 

1,346人 

（２図書館で実施） 

2 

子ども対象の

イベントの拡

充 

子どもを対象とした事業の舞台となる生涯学習施設

などが指定管理制度に移行したことから、これら施

設での子ども向けイベントは指定管理者や地域で活

動するNPOなども担うかたちとなります。これらの組

織と協働で子どもの活動機会を提供できるよう、NPO

などに対する支援を図るとともに、アドバイザーな

どの充実についてもこれらの団体を通じて支援して

いきます。 

●各指定管理者 

子どもを対象にした

公民館講座を開催 

●ルッチ大学 

子ども教育支援に関

する事例研究の実施 

●各指定管理者 

子どもを対象にした

公民館講座を開催 

●ルッチ大学 

子ども会事業におけ

る出店 

米原市内の公民館事業、米原市青少年育成市民会議

の事業および米原市子ども会育成連合会の事業や各

自治会活動などを通じて、子ども対象のイベントを

展開していきます。 

実施 実施 

3 親子講座 

親子がいっしょに遊び、さまざまな交流の中でコミ

ュニケーションを図り、情報を交換することによっ

て、親子が楽しみ学ぶことのできる機会を提供しま

す。 

また、公民館活動や米原市青少年育成市民会議、米

原市子ども会育成連合会や米原市女性の会、市内各

種の親子サークルなどの活動を通じて、親子がふれ

あい、交流を図る機会を展開していきます。 

子育てフェスティバ

ル等：４回実施 

子育てフェスティバ

ル等：４回実施 

4 

児童・生徒向

け文化的催し

物 

芸術展覧会の音楽部門に小学生の部・中高生の部を

設定し、文化活動への参加を促すとともに、音楽DE

まちづくり協会のうたづくりワークショップとの協

働により、児童・生徒の文化的活動の充実を図りま

す。 

・芸術展覧会の音楽部

門へ小学生の出品 

85点 

・作詞作曲教室開催 

１校、40人参加。 

・芸術展覧会の音楽部

門へ小学生の出品  

85 点 

・作詞作曲教室開催 

2 校、89 人参加。 

5 
異年齢交流事

業 

すべての保育園で、異なる年齢層との遊びから、ま

た地域の高齢者との交流を通して体験学習を重ねる

異年齢交流事業を引き続き実施します。 

全園実施 全園実施 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

6 
合宿体験型事

業 

公民館や子ども会、さらに近年では自治会単位でも

通学合宿事業や民泊体験事業、キャンプ事業が取組

まれています。 

●通学合宿 

山東公民館：25 人 

地域（箕浦・寺倉）：

24 人 

●民泊・合宿体験 

近江公民館：105 人

（延べ） 

●子ども会ジュニア

リーダー講習会合宿 

9 名参加 

●通学合宿 

山東公民館：25 人 

地域（箕浦・寺倉）：

19 人 

●民泊・合宿体験 

近江公民館：83 人（延

べ） 

●子ども会ジュニア

リーダー講習会合宿 

9 名参加 

    

(4)(4)(4)(4)    地域スポーツの振興地域スポーツの振興地域スポーツの振興地域スポーツの振興    

子どもから大人まで参加する総合型地域スポーツクラブの拡充、気軽に参加できるスポーツ教室の

開催など、地域スポーツの振興を図ります。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
スポーツ少年

団の育成等 

指導者・リーダーの養成ならびに研修を実施。伊吹山

登山を実施し、種目を越えた交流を図り、団員相互の

活動の活性化を図ります。卒団式・交流会の実施。各

種大会への派遣と奨励助成を行います。 

22団体 

（登録団体） 

528人 

（登録者数） 

21団体 

（登録団体） 

513人 

（登録者数） 

2 

幼児・児童向

け水泳教室の

充実 

水に親しめる子どもたちを育成します。①ジュニア

水泳教室：小学生対象の水泳教室（山東・伊吹Ｂ＆

Ｇにてそれぞれ２コース14日開催）、②びわこマリン

スポーツの集い：小学生対象（高島Ｂ＆Ｇ）、③Ｂ＆

Ｇ体験クルーズ・セミナー：小中学生対象（沖縄・

小笠原）。 

①山東B＆G：子供向け

教室 

年間総参加者 

13,641人 

伊吹B＆G年間総参加

者 90人 

②１人参加 

③B&G財団事業が中止

となった 

①山東B＆G：子供向け

教室 

年間総参加者 

13,908人 

伊吹B＆G年間総参加

者 96人 

②３人参加 

③B&G財団事業が中止

となった 

3 

総合型地域ス

ポーツクラブ

の充実 

いつでも誰でも気軽にスポーツを楽しむことがで

き、スポーツを通じて健康で明るい生活、仲間づく

り、地域づくりをめざしていきます。子どもから高

齢者を対象にさまざまな教室を開講します。①NPO法

人カモンスポーツクラブ（平成17年２月設立）②い

ぶきスポーツクラブ（平成16年３月設立）③MOSスポ

ーツクラブ（平成16年３月設立）④近江スポーツク

ラブ（平成16年４月設立）。 

４スポーツクラブ 

1,058人 

（会員数） 

４スポーツクラブ 

1,085人 

（会員数） 

    

(5)(5)(5)(5)    地域活動の推進地域活動の推進地域活動の推進地域活動の推進    

異年齢の子ども、地域の大人、他地域の子どもなどが、ふれあいを通して人間関係を築き、多くの

感動を体験できる地域活動の場を提供していきます。 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
地域間交流の

促進 

市内外の住民がふれあい交流できる事業を促進しま

す。また、在住外国人が地域住民とふれあい交流を

図り、相互理解を促す機会づくりに努めます。 

具体例：地域間交流事業は、人権総合センター・息

郷地域総合センター・和ふれあいセンターの３セン

ターにおいて実施しています。●人権総合センタ

ー：「天の川ふれあい川まつり」、「天の川ふれあいフ

ェスタ」 

●息郷地域総合センター：「福祉と人権フェスティバ

ル（盆踊り大会）」、「福祉と人権フェスティバル（ふ

れあい文化祭）」、多文化交流事業 

●和ふれあいセンター：「川魚クッキング」、「グラウ

ンドゴルフ大会」、「まちづくり大会」を地域間交流

事業として実施し、小学校区域でのふれあい交流を

促進する諸事業を展開します。 

■人権総合ｾﾝﾀ（ー市全

域対象）：天の川ふれ

あい川まつり（約600

人参加）、天の川ふれ

あいﾌｪｽﾀ（約350人参

加） 

■息郷地域総合ｾﾝﾀｰ

（学区対象）：福祉と

人権ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ・盆踊り

大会（約350人参加）、

福祉と人権ﾌｪｽﾃｨﾊﾞ

ﾙ・ふれあい文化祭（約

350人参加）、センタ

ーまつり（約80人参

加） 

■和ふれあいｾﾝﾀ（ー学

区対象）：川魚ｸｯｷﾝｸﾞ

（約1,600人参加）、

まちづくり大会、ロビ

ー展 

■人権総合ｾﾝﾀ（ー市全

域対象）：天の川ふれ

あい川まつり（約600

人参加）、天の川ふれ

あいﾌｪｽﾀ（約350人参

加） 

■息郷地域総合ｾﾝﾀｰ

（学区対象）：盆踊り

大会（台風により中

止）、福祉と人権ﾌｪｽﾃ

ｨﾊﾞﾙ・ふれあい文化祭

（約400人参加）、セン

ターまつり（約75人参

加） 

■和ふれあいｾﾝﾀ（ー学

区対象）：川魚ｸｯｷﾝｸﾞ

（約500人参加）、まち

づくり大会、ロビー展

（80人） 

スポーツ少年団や文化クラブなどを通じて、協議会

や交流試合、成果発表会などの機会により、市内外

の地域間交流を展開します。草の根の交流をめざし

ます。 

各団体等への支援 各団体等への支援 

2 
ふれあい農業

体験の実施 

地域の協力のもと農業体験や田舎暮らし体験を通し

て都市部の親子と農村との交流を図り、地域活性化

につなげます。 

農業体験事業 

（アグリコテージ） 

６月：18人 

10月：12人 

都市からの参加 

農業体験事業 

（アグリコテージ） 

６月：20人 

10月：24人 

都市からの参加 

3 

田んぼの学校

推進事業の実

施 

田植えから稲刈り、収穫までの一連の農作業を、さ

らに収穫した米を調理し食すまでを子どもたちは体

験します。食べ物の大切さや農業への親近感を高め

ることを目的とした体験型の総合学習事業を進めま

す。 

9 校実施 

（市内全小学校） 

生徒 512 名参加 

9 校実施 

（市内全小学校） 

生徒等 477 名参加 

4 
緑の少年団の

育成 

次世代を担う子どもたちを対象にして行う、森林学

習活動、地域での奉仕活動、野外レクレーション活

動に対して助成を行います。 

5 団体に助成 

15 万円×1団体 

8 万円×3団体 

7 万円×1団体 

少年団員 226 人 

５団体に助成 

８万円×４団体 

7 万円×１団体 

団員 205 人 

5 
子ども会活動

への支援 

米原市子ども会育成連合会の団体活動事業に事業費

助成をし、行政と連帯し各種の事業（キャンプ事業、

リーダー育成事業、各支部における各種体験活動事

業、単位子ども会事業など）を展開します。 

実施 実施 

6 
文化少年団の

育成 

「ほたるっち」や「天野川蛍太鼓保存会」等、個別

活動は一部行われています。将来的には包括的団体

の育成を促します。 

各団体への支援 
ほたるっち」は平成25

年度末で休会 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

7 
公民館活動の

充実 

平成18年度から順次指定管理制度へ移行し、民間の

ノウハウを生かしながら「新しい公の施設における

公民館サービス」に転換を図ります。 

公民館に指定管理者

制度を導入し活動を

支援 

公民館に指定管理者

制度を導入し活動を

支援 

8 

子どもを支え

る人権のまち

づくり 

地域の子どもたちやその保護者たちを対象とし

て、自然体験活動や創作活動など交流活動の場を

提供することで、子どもたちに生活習慣や規律意

識などを育ませ、生活や学力を保障する取組を展

開します。 

具体例：子どもたちを支える人権のまちづくり（交

流活動事業等）は、人権総合センター・息郷地域

総合センター・和ふれあいセンターの３センター

において実施しています。 

●人権総合センター：「親子交流体験事業」、「地域

間交流自然体験教室事業」など。 

●息郷地域総合センター：「親子体験活動事業（創

作活動）」、「親子体験活動事業（自然体験活動）」

など。 

●和ふれあいセンター：「親子体験ふれあい事業」、

「親子料理教室・体験活動」など。 

■人権総合センタ

ー：親子交流体験事

業（児童・保護者参

加者72人）、地域間交

流自然体験教室事業

（のべ参加者70人） 

■息郷地域総合セン

ター：親子体験活動

事業（創作活動）（児

童・保護者参加者90

人）、親子体験活動事

業（自然体験活動）

（未就園児・児童・

保護者参加者47人）、

子育て支援事業（未

就園児・児童・保護

者参加者1,021人） 

■和ふれあいセンタ

ー：親子体験ふれあ

い事業（子育て支援

事業、クリスマス会）

親子体験ふれあい事

業（創作体験活動） 

■ 人 権 総合 セン タ

ー：親子交流体験事業

（児童・保護者参加者

70 人）、親子自然体験

学習会事業（児童・保

護者参加者 42 人）お

話･昔の遊び教室･映

画の会児童・保護者参

加者 600 人） 

■息郷地域総合セン

ター：自然体験事業

（児童・保護者参加者

118 人）、創作体験事

業（未就園児・児童・

保護者参加者 44 人）、

子育て支援事業（未就

園児・児童・保護者参

加者 859 人） 

■和ふれあいセンタ

ー：親子ふれあい事業

（子育て支援事業、ひ

よこくらぶ、クリスマ

ス会、親子クッキング

等 未就園児・児童・

保護者参加者471人） 

 

(6)(6)(6)(6)    世代間交流事業の推進世代間交流事業の推進世代間交流事業の推進世代間交流事業の推進    

幼児と高齢者の交流を推進し、伝承遊びや昔話を伝えるとともに、子どもに高齢者を大切にする心

を育てていきます。 

No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

1 
幼児と高齢者

の交流 

異年齢交流事業として各園で取組んでいます。保育

園に高齢者を招いての交流会、また近くの高齢者施

設や地域の高齢者サロンの訪問事業などを行いま

す。 

全園実施 全園実施 

2 
ふれあいいき

いきサロン 

各自治会において地域サロンが開催されています。

こうした中で高齢者が生きがいを持って生活が営ま

れ、子どもたちとの交流など工夫した内容で取組が

行われるよう市社会福祉協議会へ支援を行います。 

87自治会で開催： 

延べ914回 

87自治会で開催： 

延べ910回 
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No. 事業名 事業内容・方針・目標（平成26年度） 平成25年度 平成26年度 

3 
青少年と高齢

者の交流 

シルバー人材センターが環境に関する事業として、

清掃登山や、河川清掃を通じ小学生と共に環境につ

いて考える取組を行っています。また、子育てに関

する事業も実施されています。今後は地域の一人暮

らし高齢者と小学生との交流（訪問・通信）の実施

を検討します。 

シルバー人材センタ

ー活動への支援 

シルバー人材センタ

ー活動への支援 

教科学習や学校行事との関連を図りながら、子ども

たちと高齢者とのふれあいを通した交流を推進しま

す。 

小中学校 小中学校 
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